
令和元年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
令和元年 10 月 11 日 

岡山市長 様 

                  応募者代表 団体名  福泊すこやかサロン 

                        氏 名  本澤 美夜子 

令和元年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

取組の名称 福泊すこやかサロン 

取組の概要 

※インターネット投票を

行うサイトにそのまま

掲載します。 

今年のテーマとの関連

がわかるよう、目的（解

決を目指している課題）

及び取組概要を 300 字

（句読点含む）以内で記

載してください。

高齢者の日常見守り、相談活動をしている福祉委員がひきこもりがちな

高齢者に声掛けをし、現在ボランティアも含め 48 名が登録し、毎回 35 名

前後が月 1 回集まっています。その月の季節行事をし、年 2 回は季節を感

じる食事を参加者で作り会食をします。年 1回バス旅行もしています。 

楽しみ、月 1 回が待ち遠しい、と笑顔で集い、笑顔で次月を約束し散会

しますが、月 1 回集う事で、ボランティアで参加している福祉委員が会員

の身体の変化、生活の変化に気付く事ができ、地域包括支援センター等、

行政につなげています。 

協働団体 

福泊援護・福祉委員会 

福泊町内会 

社会福祉協議会 

中区介護予防センター 

取組の実施期間 始期：平成 21 年 7 月～

□ 令和  年  月終了 

■ 継続予定 

□ 令和  年  月頃終了予定 
※該当するものに し時期の予定し必要事項記入し

てください。 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際にエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事

務局受付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（Ａ４またはＡ３）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困

難な場合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内で添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ

等で公開します。 



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 福泊すこやかサロン 

令和元年度 

募集テーマ 
すべての人に健康と優しさを 
 ＳＤＧs目標３：すべての人に健康と福祉を 

テーマとの関連 

◎テーマと合致する貴団体の取組についてお書きください。 

高齢者の居場所作りと変化を見逃さないために参加者（高齢者）、ボランティアが

集う事により顔を見知り、お互いの変化に常に気を配っています。 

目的・解決をは

かりたい課題の

状況・目標 

◎取組の目的、解決をはかりたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標としている状

況）などについてお書きください。 

会に出てこない（来ることができない）高齢者をいかにして参加しやすくする事が

出来るかを目標にしています。引きこもりがちな方達を見逃さず、決して孤独死な

ど我が町内からは出してはいけません。 

取組の内容 

◎取組の内容について具体的にお書きください。

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

・福泊町内 

・70才以上の町内会会員 

・500人程度 

２ 活動内容、実施方法など（活動ごとに箇条書きで） 

１．毎月1回第1金曜日に富山公民館にて開催 

２．毎回35人程度が集い、季節行事、手作り料理の会食、外部講師による講話、健康体

操、映画鑑賞等々を和気あいあいと楽しんでいます  

（年間計画予定表を添付しておきます） 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

http://townweb.e-okayamacity.jp/fukudomari/index.html 



協働団体と 

その役割 

団体名 この取組で果たしている役割 

社会福祉協議会 年1万円の特別助成金 

福泊町内会 助成金及び人的支援 

福泊援護・福祉委員会 企画、運営、見守り 

介護予防センター 健康体操、脳トレ講座 

地域包括支援センター 見守り支援 

取組の工夫 

取組の特徴  

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点をお書きください。 

・子育ての終わった地域の主婦がボランティアとして企画運営をしています 

・毎月月末辺りに次回の予定等を書いた「すこやかだより」を会員に配布し参加

を促しています。（最新号を添付しておきます） 

現在123号まで発行しています 

◎取組の特徴やアピールポイントをお書きください。 

会の始まりに誕生月の方にささやかなプレゼントをお渡しし、一言ずつ思いを話

してもらいます。 

♪ハッピーバースデーを合唱します。 

お腹の底から笑う事、おしゃべりをする事をモットーとしています。 

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化などを

お書きください。 

「月一回の集いが楽しみ」の声が行きかっています。大きな声のあいさつで来会

し、笑顔で散会します。少しの体調の変化も仲間同士で情報交換し地域包括支援

センターにつなぎます。10 年の間には百歳の方も自分の足で来会し、皆であや

かりたいと百寿のお祝いもしました。 

後の活動展開 

など 

◎今後の成果の普及や活動展開などについてお書きください。 

11 年目に突入しました。今迄に参加していた方の中からは一人の孤独死を出し

ていません。今までどおり、お互いをはげまし合い楽しく集って行くつもりで

す。 

90 才を越えた方が 3名。平均年齢が 80 才を越えておりますが、いつまでも元気

で自分の足で集える事を願っています。






